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2回裏『石狩ＳＣ壮年』は四死球と７安打を集中し大量９点を先制。その後も攻撃の手を緩め

ず１６対０と一方的に『月寒メッツ』を下した。『月寒メッツ』は石狩ＳＣ壮年『阿部匡仁投

手』の前に僅か２安打に押さえられ完封負けを喫した。 

 



 
 

『帯広クラブ壮年』は１回の表いきなり『阿部茂』が先制の３点本塁打、優勢に試合を進め６

回にはダメ押しとなる５点を挙げ『ミドル千歳』の反撃を４点で躱して逃げ切った。一方『ミ

ドル千歳』は帯広『中川投手』の好投に押さえられていたが、最終回懸命に食い下がったが４

点に止まり、悔し涙を呑んだ。 

 

 
 

立ち上がりから『トルネード八雲』の猛打が炸裂、前半の三回で打者３巡、大量１７点とほぼ

試合を決定。『札幌プライムスターズ』の反撃を８安打４点と巧みに凌ぎ逃げ切った。 

 



 
 

初回４連打で３点を先制した『倶知安クラブ』３回にも４連続長短打で３点を追加。優勢に試

合を進めた。対する『石狩ＳＣ壮年』も倶知安渡辺投手の制球難に付け込み、迎えた無死満塁

の好機に３点を還したがそれが精一杯。渡辺を救援した岡田投手に躱され後続を断たれた。

『倶知安クラブ』堂々と決勝へ進出。 

 

 
 

２回表に３本の二塁打と単打で４点を先制した『帯広クラブ壮年』はその後も効果的に得点を

加え６－１で『トルネード八雲』を下し決勝進出を決めた。一方『トルネード八雲』は帯広

『中川投手』の巧投の前に散発４安打と押さえられ１点を挙げるのが精一杯。準決勝で敗れ去

った。 



 
 

１回３点、２回９点と大量点を挙げ優勢に試合を進めた『帯広クラブ壮年』、追いすがる『倶

知安クラブ』を６安打５点に抑え全国大会の切符を手中に収めた。 

 

 

１回裏２点を先制した『トルネード八雲』、中盤『石狩ＳＣ壮年』に逆転され２点をリードされ

た直後の４回に５安打を集中し再逆転。そのまま石狩打線を封じ込め第３位が決定した。 


